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７月５日からの大雨に関する情報（第２４報） 
 

１ 配備体制（７月１０日１５時００分現在） 

県 
災害警戒本部設置 ： ７月５日 １２時３９分 

災害対策本部設置 ： ７月５日 １５時３０分 

５市町村 （３市１町１村） 
災害対策本部設置 ： ２団体（１市１村） 

災害警戒本部設置 ： ３団体 （２市１町） 

 

２ 主な被害の状況（７月１０日１５時００分現在）※死者については１５時３０分現在 

区 分 件 数 内 訳 

人 的 被 害 ５６件 

死者：１９名（朝倉市１６、東峰村３） 
負傷：重傷：２名（東峰村）、軽傷：８名（久留米市３、朝倉市５） 
行方不明：１名（東峰村） 
連絡が取れない者：２６名（朝倉市２５、うきは市１） 

家 屋 被 害 ３１０件 

○住家 

全壊：７８件（朝倉市７２、東峰村５、添田町１） 

半壊：７件（東峰村６、添田町１） 

一部損壊：２７件（北九州市１１、朝倉市２、東峰村１３、添田町

１） 

床上：３８件（北九州市２、久留米市１、嘉麻市１、朝倉市１５、

芦屋町２、水巻町１、東峰村８、添田町８） 

床下：１５３件（北九州市３５、柳川市６、八女市３、行橋市１、 

中間市３、嘉麻市２、朝倉市２８、芦屋町２、東峰村８、 

添田町６１、苅田町４） 

○非住家 

その他：７件（朝倉市２、東峰村１、添田町４） 

道 路 被 害 ９７件 

損壊：２７件（北九州市６、宗像市４、糸島市１、東峰村４、 

添田町１２） 

埋没：２３件（中間市１、嘉麻市１７、東峰村５） 

冠水：４７件（朝倉市４７※） 

橋 梁 被 害 １８件 
橋流：４件（東峰村３、添田町１） 

橋損：１４件（朝倉市９※、東峰村１、添田町４） 

河 川 被 害 

 

５２件 

溢水：２件（嘉麻市１、添田町１）、決壊：５件（添田町） 

施設・設備損壊：１１件（行橋市１、嘉麻市９、広川町１） 

内水氾濫：３４件（朝倉市※） 

土 砂 災 害 １１５件 

がけ崩れ：１０４件（北九州市９９、宗像市１、糸島市２、 

香春町１、苅田町１） 

１１件（朝倉市※） 

 



 

３ 避難状況（７月１０日１５時００分現在）          

区 分 人 数 内 訳 

避難指示（緊急） 

対象数３４８世帯 

９７１名 
朝倉市：３４８世帯９７１名 

調査中 調査中 

避 難 勧 告 

対象数２０，９０８世帯 

５３，４４１名 
朝倉市：２０，９０８世帯５３，４４１名 

実避難者数５１８世帯１，０３４名 朝倉市：５１８世帯１，０３４名 

避難準備・高齢者等避難開始 
なし なし 

なし なし 

自主避難 ４世帯２９５名 
東峰村：２８５名（世帯数確認中） 

北九州市：４世帯１０名 

 

４ 孤立状況（７月１０日１５時００分現在） 

区分 件数 内訳 

朝倉市 １件 

・志波小学校６０名⇒解消済み 

・荒田地区 ３世帯５人孤立⇒解消済み 

・松末小学校 ５０人（自衛隊に災害出動要請済み）⇒解消

済み 

・キラク荘（老人ホーム）⇒解消済み 

・杷木赤谷４０名⇒解消済み 

・乙石４０名⇒解消済み 

・佐田地区９０名⇒解消済み 

・高木地区５４名⇒解消済み 

・松末地区２名⇒解消済み 

・杷木地区（志波）１名※  

東峰村 １件 

・宝珠の郷（特別養護老人ホーム）１６０名孤立（自衛隊に

おいて対応中）⇒解消済み 

・鼓地区１２５世帯３６４名⇒解消済み 

・竹地区３３世帯８４名⇒解消済み 

・栗松地区５１世帯１４２名⇒解消済み 

・岩屋地区１３世帯２８名※ 

※  杷木地区（志波）は現在、関係機関が救助活動を実施中 

※ 東峰村岩屋地区は、車両の通行はできないが、徒歩での往来は可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 各機関の対応状況（７月１０日１５時００分現在） 

区分 内容 

県 

・災害対策現地情報連絡員として職員を派遣 

・避難所運営支援のため職員を派遣 

・健康管理支援のため医師、保健師を派遣 

・市長会、町村会と連携・協力し県内市町村職員派遣調整の上、朝倉市へ

市町村職員を派遣 等 

内閣府 

○政府現地連絡調整室（室長：内閣府大臣官房審議官） 

 を設置して始動 

・政府現地連絡調整室会議（定時開催） 

・県災害対策本部に室員機関とともに定例出席 

・内閣府防災担当職員追加 

消防 

（県庁） 
・航空調整本部２名 
・県内応援代表消防本部 福岡市消防局３名 
・緊急消防援助隊指揮支援隊 広島市消防局５名 
・リエゾン 消防庁２名 
・甘木・朝倉消防本部１名 
 
（朝倉市役所災害対策本部） 
・リエゾン 北九州市消防局３名、久留米広域消防本部２名 
 
（朝倉市・東峰村） 
・県内応援指揮隊 福岡市消防局５名 
・県内応援活動隊 １３１名 
・緊急消防援助隊指揮支援隊 岡山市消防局４名 
・緊急消防援助隊活動隊 山口・長崎・広島・佐賀・愛知 ４９６名 

福岡県警察本部 

・朝倉市に約２８０名で機動隊を中心に捜索活動中 
・ヘリで捜索活動実施中 
・パトカーによる被災地警戒活動を実施 
・「さくらサポート隊」による避難所等における防犯活動・相談受理活動
を実施 

自衛隊 

・自衛隊 LO７名で対応（県庁） 
・偵察部隊により情報収集するとともに、人員２，９００名、車両４４０
両で活動 
・朝倉市及び東峰村おいて行方不明者捜索 
・人命救助、給水活動、給食支援、入浴支援を実施 
・ヘリによる活動実施 

第七管区 

海上保安本部 
・ヘリで被害調査 
・ヘリ、巡視艇で筑後川河口から有明海に至る漂流者捜索 

九州地方整備局 

・全面的に支援を実施 
・ヘリで情報収集活動実施 
・９時より２機体制で被災箇所（朝倉市、添田町、東峰村、日田市等）の
調査を実施予定。 

気象庁 

（気象解説等の実施） 
・政府現地連絡調整室に職員２名派遣 
・朝倉市災害対策本部に職員２名派遣 
・大分県日田市災害対策本部に職員派遣（１１日から） 
（気象資料の提供） 
・『復旧担当者・被災者向け気象支援資料』を福岡県９市町村及び大分県
２市に１日３回提供 
・ヘリ等の運行判断支援のため『下層悪天気予想図（地域詳細図）』を１
日３回提供及び解説 



文部科学省 

・政府調査団に職員派遣 
・政府現地連絡調整室に職員派遣 
・学校における避難所運営の協力に関する留意事項について再周知し、必
要な対応を要請 
・被災した公立学校施設の早期復旧を図るため、事前着工の着手等につい
て、教育委員会宛に通知 

九州森林管理局 ・７月１０日ヘリコプターによる山地災害調査を実施 

経済産業省 

・政府調査団に職員派遣 
・政府現地連絡調整室（福岡）に職員派遣 
・被災中小企業・小規模事業者対策を実施（特別相談窓口の設置、災害復
旧貸付の実施等） 
・九州電力の要請に基づき、電気料金の支払い期限の延長、電気の不使用
月の料金免除等の措置を認可 

九州地方知事会 ・長崎県（副幹事県）LO２名で対応（県庁） 

関西広域連合 ・兵庫県 LO２名で対応（県庁） 

※ アンダーライン（二重下線）は前回報からの変更箇所。 
※ 本件は速報値ですので、変更することがあります。 
※  な お 、 福 岡 県 管 理 道 路 の 規 制 情 報 に つ き ま し て は 、 「 福 岡 県 道 路 情 報
(http://www.douro.pref.fukuoka.lg.jp/map.html)」をご確認ください。 
※ 朝倉市の情報は朝倉市ホームページの情報。 


